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山口県 下関圏域 総合水産基盤整備事業計画 

１．圏域の概要 

(1) 水産業の概要 

 

① 圏域内に位置する市町村および漁業協同組合の概要 

  当圏域は下関市の1市からなり、日本海の響灘に面し、広大な大陸棚が開けて 

おり、沿岸は岩礁域が連なり、沖合は大小の天然礁が多数点在し、良好な漁場 

が形成されていることから、漁業が盛んに営まれている地域である。 

平成17年（2005年）に県内の大部分の漁協は、山口県漁協として合併してい 

 るが、当圏域内に単独組合が2組合存在する。現状では、漁協合併に向けた動きは 

ないが、漁業を巡る環境の悪化等により漁協の組織基盤の強化や経営の健全化が 

強く求められており、経営基盤の強化に向けた取組を促進する必要がある。 

 

② 主要漁業種類、主要魚種の生産量、資源量の状況 

  令和元年の属地陸揚量は7,009トンで、主な漁業種類は沖合底びき網、中型まき

網、はえ縄、小型底びき網、棒受網、釣りである。令和元年の主な魚種の陸揚量

は、フグ690トン、タイ433トン、カワハギ486トン、ヒラメカレイ399トン、アナ

ゴ413トン、エソ340トン、イワシ338トン、ムツ552トン、アジ561トンであり、ど

の魚種も減少傾向である。 

 

③ 水産物の流通・加工の状況 

産地市場を有する流通拠点の特3下関漁港及び特牛港（港湾）を中心に県内外へ

出荷している。  

下関漁港に立地する南風泊市場は全国一のフグ取扱量を誇り、背後地には水産

物加工場が立地しており、フグをはじめとした水産加工が盛んである。  

 

④ 養殖業の状況 

  主に海面養殖としてワカメ、マダイ、ブリ等があるが、小規模である。 

 

⑤ 漁業経営体、漁業就業者（組合員等）の状況 

令和元年の組合員数は 1,557 人と減少傾向で、高齢化が進んでいる。 
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⑥ 水産業の発展のための取組 

沖合底びき網漁業を営む生産者や市場関係者、観光・飲食関係者等で構成す

る「下関漁港沖合底びき網漁業ブランド化協議会」を立ち上げ、水揚げ日本一

のアンコウやレンコダイ（キダイ）のブランド化に取り組んでいる。  

下関市が運営する下関市栽培漁業センターにおいて、産地水産業強化支援事

業を活用して、キジハタ等の中間育成施設を整備し、育成した種苗を漁協へ配

布し漁場に放流する活動に取り組んでいる。 

藻場の保全活動として、食害生物であるウニの除去や海藻の種苗投入、保護

区域の設定といった活動に取り組んでいる。  

新規漁業就業者定着支援事業等を導入し、新規漁業就業者の確保のための取 

組を行っている。  

 

⑦ 水産基盤整備に関する課題 

  漁業者の高齢化や後継者不足、水産資源の減少や魚価の低迷等が深刻な問題

となっており、こうした要因が漁家の経営に深刻な影響を及ぼしている。  

当圏域のある下関市は、山口県を代表する水産都市であるが、生産量など減

少している状況のため、地域活性化策として水産業振興を積極的に推進してい

く必要がある。  

このため、水産基盤整備により海域のもつ生産力を最大限高め、漁業生産の

増大を図るとともに、つくり育てる漁業、資源管理型漁業の一層の推進を行

う。  

 

⑧ 将来的な漁港機能の集約化 

  漁業者の減少・高齢化や地域の漁業情勢の変化等により、漁船や陸揚量が減少し

ていくなか、具体化された漁港機能の集約はないが、今後、検討していく必要があ

る。 

 

(2) 圏域設定の考え方 

① 圏域タイプ 流通拠点型 設定理由； 

・産地市場を有する流通拠点として

は下関漁港と特牛港（港湾）があ

るが、下関漁港を流通拠点とす

る。（特牛市場はイカが主体） 

② 圏域範囲 瀬戸内海側と日

本海側の県西部

地域（下関市） 

設定理由； 

・２つの産地市場への流通ブロック

を形成しており、水産物が集約す
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２．圏域における水産基盤整備の基本方針 

（１）産地の生産力強化と輸出促進による水産業の成長産業化 

  ①拠点漁港等の生産・流通機能の強化 

・流通拠点漁港の特定３種漁港である下関漁港で、高度衛生管理に対応した荷

さばき所等を整備する。 

・レベル 3の衛生管理に取組み、安全・安心な水産物を供給していく。 

   ・水産物の陸揚げ、準備作業等において陸揚げから出荷までの時間ロスの短縮 

  などを図り、作業の安全性・効率の向上を推進していく。 

る範囲としている。 

・卸売市場整備計画の流通圏域の範

囲である。 

③ 流通拠点漁港 下関漁港 設定理由； 

・産地市場として、県営市場である 

下関市場を有し、水産物が一元集 

約されている。 

④ 生産拠点漁港 該当なし 設定理由； 

⑤ 輸出拠点漁港 下関漁港 設定理由； 

・輸出実績があり、今後も輸出拡 

大に向けて取り組むこととして 

いる。 

（令和元年） 

圏域の属地陸揚量(ﾄﾝ) 7,009  圏域の登録漁船隻数(隻) 807 

圏域の総漁港数 18  圏域内での輸出取扱量(ﾄﾝ) 360 

圏域で水産物の水揚実

績がある港湾数 

3    

 

 

当該圏域を含む養殖生産拠点地域名 該当なし 

当該圏域を含む養殖生産拠点地域にお

ける主要対象魚種 

該当なし 

当該圏域を含む養殖生産拠点地域にお

ける魚種別生産量（収穫量）(ﾄﾝ) 

該当なし 

当該圏域を含む養殖生産拠点地域にお

ける魚種別海面養殖業産出額(百万円) 

該当なし 
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・ＩＣＴを活用し、市場における漁獲物の受入体制のスリム化、入札競りの電 

子化など省人化、省力化の取組を進める。 

  ②養殖生産拠点の形成 

・養殖生産は非常に小規模であるが、特色ある養殖業を展開していくため、Ｉ

ＣＴを活用した養殖管理システムやブランド養殖魚の開発に取り組む。 

 

（２）海洋環境の変化や災害リスクへの対応力強化による持続可能な漁業生産の確保 

  ①環境変化に適応した漁場生産力の強化 

・漁業者の高齢化、就業者の減少により漁業技術等の現場情報の継承がうまく

いかないことによる漁業生産性の低下が課題としてあることから、経験の浅

い漁業者でも生産性の高い漁業生産ができる漁場づくりに取り組む。また、

スマート漁業を推進し、漁場予測情報などの漁業操業を支援するシステムづ

くりに取り組む 

・定着性の高い水産動物の増大に向け、種苗放流等の資源管理の取り組みと生

活史に即した生息環境の創出を一体的に行う。 

・海水高水温化の影響を受けた地区においては、藻場保全対策を推進してい

く。 

・海水温の上昇等に起因する藻場面積の減少・干潟機能低下の状況に鑑み、海

域環境の変化に的確に対応した藻場・干潟の保全創造対策を検討するための

モニタリングを定期的に行う。 

 

②災害リスクへの対応力強化 

  ・地域防災計画において、海上輸送拠点となっている下関漁港では、被災者へ

の緊急物資保管施設を整備し、効率的・即自的な供給を行う。 

・台風・低気圧災害の頻発化・激甚化に対し、耐津波・耐波浪性能を有しない

漁港施設の機能強化を図る。 

   ・老朽化が進んだ漁港施設等に対し、機能保全計画に基づいた予防保全型の老

朽化対策を実施する。 

   ・漁港管理者が位置づけている防災上重要な漁港の必要な整備について、管理

者で検討し推進を図る。 

 

（３）「海業」振興と多様な担い手の活躍による漁村の魅力と所得の向上 

  ①「海業」による漁村の活性化 

  ・漁村の人口減少や高齢化に伴い、地域の活力が低下していく中で、「海業」

等による新たな取り組みを検討していく。 
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  ②地域の水産業を支える多様な人材の活躍 

・女性など地域の水産業を支える多様な担い手が活躍できるよう漁港・漁村に

おける就労環境や生活環境の改善を推進していく。 

 

３．目標達成のための具体的な施策 

 （１）産地の生産力強化と輸出促進による水産業の成長産業化 

  ①拠点漁港等の生産・流通機能の強化 

地区名 主要対策 事業名 漁港・港湾名 種別 流通拠点 

下関市 流通機能

強化・輸

出促進 

流通基盤・ 

交付金 

下関 特 3 流通拠点 

・下関漁港（南風泊地区）は、特定漁港漁場整備事業で高度衛生管理型荷さば

き所を整備し、併せて衛生管理マニュアルの策定を進めていく。 

・高度衛生管理型荷さばき所を整備し、衛生管理マニュアルを策定した下関漁

港（本港地区）では、優良衛生品質管理市場・漁港の認定を行い、産地市場

の品質・衛生管理のレベル向上を図る。 

・作業の安全性・効率の向上を推進するため、必要に応じ交付金等を活用した

施設整備（ICT化を含む）を検討する。 

・知事を隊長とする「ぶちうま売込隊」等による国内外に向けた情報発信の強

化及び商談会の開催を行う。 

  ②養殖生産拠点の形成 

地区名 主要対策 事業名 漁港・漁場名 種別 流通拠点 

      
 

（２）海洋環境の変化や災害リスクへの対応力強化による持続可能な漁業生産の確保 

  ①環境変化に適応した漁場生産力の強化 

地区名 主要対策 事業名 

外海 漁場造成 
 

水産環境 

・水産環境整備事業で定着性魚類等の増殖と保護育成を目的とした漁場整備

を行う。ソフト対策として種苗放流などを検討する。 

・藻場の再生、干潟の保全のために漁業者が主体となった保全活動を行うた

め、水面多面的機能発揮事業の導入を検討する。 

・漁獲情報や漁業環境情報に係るデータを収集するシステム構築、ベテラン漁

業者の操業技術のデジタル化を検討する。 
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  ②災害リスクへの対応力強化 

地区名 主要対策 事業名 漁港名 種別 流通拠点 

下関市 安全・安心 漁村整備 下関 特 3  

下関市 安全・安心 水産基盤 川棚 １  

下関市 予防保全 水産基盤 

交付金 

下関 特 3  

下関市 予防保全 水産基盤 肥中 １  

下関市 予防保全 水産基盤 角島 １  

下関市 予防保全 水産基盤 矢玉 ２  

下関市 予防保全 水産基盤 島戸 ２  

・下関漁港（本港地区）は、漁村整備事業で緊急物資保管施設（上屋）を整備

し、防災拠点としての機能強化を図る。 

・水産物機能保全事業により老朽化が進んだ施設の整備を行う。併せて施設の

点検を行い、必要に応じ機能保全計画を見直し、施設の延命化と効果的な維

持管理を行う。 

・川棚漁港において、漁港施設機能強化事業で漁港施設の耐波浪化等に対する

整備を行う。 

・高潮浸水想定区域の見直しを行い、高潮ハザードマップを作成する。 

 （３）「海業」振興と多様な担い手の活躍による漁村の魅力と所得の向上 

  ①「海業」による漁村の活性化 

地区名 主要対策 事業名 漁港名 種別 流通拠点 

      

・漁業集落等での漁業体験や各種イベントで魚食の普及促進を図ることを検

討する。 

 

  ②地域の水産業を支える多様な人材の活躍 

地区名 主要対策 事業名 漁港名 種別 流通拠点 

下関市 生活環境 交付金 蓋井島 1  

・漁港環境改善への対応を図るために漁業集落排水の老朽化対策を行う。 

・漁業の新たな担い手を確保・定着させるため、担い手支援策を強化し、県内

外からの新規修了者の確保と就業後の定着を図る。 

４．環境への配慮事項 

（地域環境の概要）  

・当圏域は響灘に面し、沿岸は概して急深で岩礁域が連なり、沖合は水深100ｍ以

浅までの大陸棚が開けて、汐巻漁場をはじめ大小の天然礁が点在しており、北上
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５．水産物流通圏域図 

 

６．当該圏域を含む養殖生産拠点地域図 

 

７．漁港ごとの役割や機能分担及び漁港間での連携の状況を示す資料 

 

８．その他参考となる資料 

 

する対馬暖流と南下する沿岸流の影響も相まって好漁場を形成している。  

（環境保全・改善） 

・景観の保持、美化を図り、快適でうるおいのある漁港漁村の環境整備を図る。 

・魚介類の幼稚仔育成場や藻場等の生育に配慮した構造物の整備を推進する。 

（施工時の対応策） 

・施工時の水域環境への影響については、構造物の位置や施工方法等について事前 

 に検討する。 

・汚濁防止膜を設置し、発生する汚濁の拡散防止に努める。 

・コンクリート施工については、発生する汚濁水に十分に配慮する。 

・建設現場から発生する建設副産物はできるだけ出さないようにし、発生する場合 

は、処理方法について最大限環境に影響が無いように配慮する。 
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山口県 水産物流通圏域図（４／６）

流通拠点 ： 下関漁港(特3)

圏域総陸揚量 ： 7,009ｔ

圏域総陸揚金額 ： 68億円

漁港18港、 港湾1港
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県内・県外
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：流通拠点漁港（うち流通・輸出拠点漁港 ）
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輸
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50t未満

50～100ｔ

100～500ｔ

500～1000ｔ

1000～5000ｔ

5000t以上

下関漁港(陸送)
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500～1000ｔ

1000～5000ｔ

5000t以上

下関圏域 集・出荷機能連携図

範囲B

産地市場を有する

特牛港に水産物を

集約している。

範囲A

流通拠点漁港である下関漁

港に水産物を集約している。

下関漁港(陸送)



吉母漁港(1)

六連島漁港(1)

蓋井島漁港(1)

室津下漁港(1)

涌田漁港(1)

川棚漁港(1)

宇賀漁港(1)

二見漁港(1)

肥中漁港(1)

角島漁港(1)

特牛港(地方)

安岡漁港(2)

吉見漁港(2)

小串漁港(2)

矢玉漁港(2)

和久漁港(2)

島戸漁港(2)

阿川漁港(2)

下関漁港(特3)

出

輸

輸

輸

角島港(地方)

範囲A

下関漁港の製氷・

給氷施設を共同

利用している。

範囲D

矢玉漁港の給油施設を共

同利用している。

範囲B

特牛港の給氷施設、製氷施

設、貯氷施設（角島漁港を除

く）を共同利用している。

範囲C

角島港の給油施

設、給水施設、貯

氷施設、冷凍冷

蔵施設を共同利

用している。

下関圏域 準備機能連携図

範囲D

特牛港の給油施設を共同

利用している。



吉母漁港(1)

六連島漁港(1)

蓋井島漁港(1)

室津下漁港(1)

涌田漁港(1)

川棚漁港(1)

宇賀漁港(1)

二見漁港(1)

肥中漁港(1)

角島漁港(1)

特牛港(地方)

安岡漁港(2)

吉見漁港(2)

小串漁港(2)

矢玉漁港(2)

和久漁港(2)

島戸漁港(2)

阿川漁港(2)

下関漁港(特3)

出

輸

輸

輸

角島港(地方)

下関圏域 防災・減災・避難機能連携図

角島・阿川漁港は下関圏

域内外の漁船避難港とし

て利用されている。

小串漁港は川棚漁港

の漁船避難港として利

用されている。

吉見漁港、蓋井島漁港は離

島航路の発着場として利用

されている。

下関漁港は圏域内外

の漁船避難港として利

用されている。
下関漁港の産地市場BCP

を策定している。

下関漁港、六連島漁港は

離島航路の発着場として

利用されている。

川棚漁港は5年以内に

港内の波浪対策を計

画している



吉母漁港(1)

六連島漁港(1)

蓋井島漁港(1)

室津下漁港(1)

涌田漁港(1)

川棚漁港(1)

宇賀漁港(1)

二見漁港(1)

肥中漁港(1)

角島漁港(1)

特牛港(地方)

安岡漁港(2)

吉見漁港(2)

小串漁港(2)

矢玉漁港(2)

和久漁港(2)

島戸漁港(2)

阿川漁港(2)

下関漁港(特3)

下関圏域 増養殖・蓄養強化機能連携図

出

輸

輸

輸

角島港(地方)

陸域の種苗生産・中間育成施設利用

水面・海底面の養殖利用

出荷調整用畜養水面利用

出荷調整用畜養水面

出荷調整用畜養水面利用

陸上養殖施設用地の活用



吉母漁港(1)

六連島漁港(1)

蓋井島漁港(1)

室津下漁港(1)

涌田漁港(1)

川棚漁港(1)

宇賀漁港(1)

二見漁港(1)

肥中漁港(1)

角島漁港(1)

特牛港(地方)

安岡漁港(2)

吉見漁港(2)

小串漁港(2)

矢玉漁港(2)

和久漁港(2)

島戸漁港(2)

阿川漁港(2)

下関漁港(特3)

出

輸

輸

輸

角島港(地方)

下関圏域 海業振興機能連携図

PB係留施設（水域）PB係留施設（水域）

PB係留施設（水域）

PB係留施設（水域）

PB係留施設（水域）

PB係留施設（水域）

漁業体験・ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ

水産物の直販

水産物のレストラン

PB係留施設（水域）

PB係留施設（陸域）

ビジター船受入

海洋レジャー利用

宿泊施設

イベント・体験交流参加者用

の駐車場

PB係留施設（水域）

PB係留施設（水域）

ビジター船受入

PB係留施設（水域）

ビジター船受入PB係留施設（水域）

ビジター船受入

PB係留施設（水域）

遊漁船・遊覧船等の発着

水産物の直売


